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る．測定したサンドイッチパネルは固定スパン 380 mm，短辺 236 mm，コア厚さ 15mm，CFRP
パネルの厚さ 0.9 mm(4 ply)である．また，使用したアルミハニカムコアはニッカル商工株式会社
より購入した AC-25である．次に，固定スパンを 220 mmにした同様の実験系において CFRPパ
ネルのみで 3 点曲げを行う．これらの測定結果よりサンドイッチパネルおよび CFRP パネルの剛
性を計測すると 4.4× 10−2[kgf/µm]及び 1.9× 10−4[kgf/µm]と求まった(Fig.2)． 
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Fig.1 実験系 Fig.2 変位と入力荷重の関係 
 
3. CFRPパネルの弾性係数及び簡易モデルの弾性係数 
まず，アルミハニカムコアの弾性係数を求める[1][2]．展張方向の弾性係数はデータシートより980 kg ∙ f/cm2 である．また，展張方向の弾性係数Exはコア密度を R，アルミニウムの縦弾性係数
をEsとすると 
 Ex = 12EsR3 (1) 
であり，厚み方向の弾性係数Ezは 
 Ez = 83 EsR (2) 
であるので， 
 Ez = 29R2 Ex (3) 













補償するような CFRPパネルの弾性係数を同定すると 600000 kg ∙ f/cm2と求まった． 
y = 0.1883x 
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うな簡易モデルの弾性係数を求めると 53000 kg ∙ f/cm2と求まった． 
  





を行った結果，実測値と比較してパイプを用いた場合には 1.24 倍の Toe 剛性が，厳密なモデルを
用いた場合には 0.83倍の Toe剛性が求まり Frame解析の精度向上を達成した(Fig.8)． 
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を持って精進を続けて参りますので今後ともご理解・ご協力のほど何卒よろしくお願いします． 
 
 
